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【はじめに】同軸ナノケーブルにはナノホールに見られるような遮断波長が存在しないため，同

軸ナノケーブルは，開口径を微細化することで微細な領域への光の伝搬が可能となり，回折限界

を超えたナノ集光デバイスへの適用が期待できる．我々はこれまでに，陽極酸化ポーラスアルミ

ナにもとづいたテーパー型同軸ナノケーブルアレーの形成と開口径の微細化，および，光学特性

評価に関して検討を行ってきた[1,2]．本報告では，テーパー構造を有する同軸ナノケーブルの開

口径の更なる微細化と光学特性評価に関する検討結果について述べる． 

【実験】Alに陽極酸化処理とウェットエッチング処理を交互に施すことで，テーパー細孔を有す

る陽極酸化ポーラスアルミナを形成した．ポーラスアルミナのレプリカ構造であるポリマーピラ

ーアレーに金属(Au，Ag)を電析し，ポリマーを溶解除去することで金属(Au，Ag)ナノホールアレ

ーを得た．原子層堆積(ALD)法により細孔壁の表面に Al2O3層を形成した．その後，電析法により

細孔の空隙に金属(Au，Ag)を充填することで，同軸ナノケーブルアレーを得た．同軸ナノケーブ

ルの開口径の微細化は，出発構造であるポーラスアルミナの細孔直径を微細化することで行った．

作製した試料の幾何学形状は SEM を用いて観察し，光学特性は透過スペクトルを測定することで

評価した． 

【結果と考察】図１に，本検討で得られたテーパー形状を有する同軸ナノケーブルの表面および

裏面の SEM観察像を示す．内部導体(Agナノワイヤー)，外部導体(Agナノホール)，誘電体層(Al2O3

層)からなる同軸構造の形成が確認された．表面と裏面の開口径は，それぞれ，60nmと 50nmであ

り，テーパー構造の形成が確認された．図２には透過スペクトル測定の結果を示す．比較として，

ナノホールアレーの場合の測定結果も示す．同軸ナノケーブルアレーは，ナノホールアレーの場

合と比較して，可視光を効率的に伝搬する様子が観察された． 
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図 1 テーパー型同軸ナノケーブルの(a)表面，(b)裏
面の SEM観察像 

図２透過スペクトル測定結果 
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